






陸機は太康の英為り、安仁（潘岳） ・景陽（張協）は輔為り。謝客（謝霊運）は元嘉の雄為り、顔延年 顔延之）は輔為り。斯れ皆な五言の冠冕にして、文詞 命世な 。 （ 『詩品』上・序。括弧内は筆者による補記。 ）
①
　建安時代（一九六～二一九）に傑出した詩人が曹植（一九二～






潘岳（二四七～三〇〇）以来 曹植 文学表現の継承とそ にもとづく工夫が始まっていることが指摘されている。つまり 曹植、陸機、潘岳というのは、魏晋という連続した時代のそれぞれを代表する詩人として位置づけられるだけでなく、陸機と潘岳はもっとも近い時代の曹植の後継者であり、曹植という詩人の個性的・独創的な文学表現を独自に継承することによって、普遍的 域に高めた詩人ということにもなろう。
　ただ、曹植の陸機への影響関係については従来検証の対象とされる





















者をして、篇章を懐きて景慕せしめ、餘暉 暎じて以て自ら燭らさしむ。故に孔氏の門に如し詩を用うれば、則ち公幹は堂に升り、思王は室に入り、景陽・潘陸は、自ら廊廡の間に坐す可し。 （ 『詩品』上、魏陳思王植詩）
④
　周公や孔子に比される曹植の詩に次ぐ存在が劉楨であり、同じく上





気は公幹よりも少なく、文は仲宣より劣る。規矩を尚び、綺錯を貴ばず。直致の奇を傷うもの有り。然れども其の英華を咀嚼し、膏沢を厭飫する、 文章の淵泉なり。張公 　其の大才を歎ぜ は、 信なる矣。 （ 『詩品』上、晋平原相陸機詩）
⑤
　陸機の詩の源を曹植に求めつつも、 「気」と「文」において 劉楨



















群がより優れた内容をもつことをいうものである。しかし、曹植・陸機の側に視点を移して読んでみれば、古詩を介して曹植と陸機の文学の特徴や関係性を見て取ること できよう。 陸機によ 古詩の模擬は、「心を驚かし魄を動か」す古詩の伝統的表現を敢えて選択しようとした陸機の創作意識の存在 示唆す かもしれないし
⑧、古詩の作者か








典故の運用法の当否を論じる中で、特に曹植と陸機をとりあげ、曹植の「明練」 、陸機の「沈密」をもってしても運用の誤り 避けられないことを述べている。興膳宏氏は「明練」を「明敏さ」 、 「沈密」を「沈着さ」とし、曹植の聡明さが際だつ訳語をあてているが
⑩、 「明練」














を見わす、 。嶸謂らく、益寿（謝混）は軽華なり、故に潘を以て勝れりと為す。翰林は篤論す、故に陸を歎じて深しと為す。余嘗 言えらく、陸の才は海の如く、潘の才は江の如しと。 （ 『詩品』上、晋黄門郎潘岳詩。括弧内 筆者の補記。 ）
⑫
　そもそも潘岳の源流は王粲、さらには楚辞にあるとして、曹植とは











































調和するものと、瑟のように琴柱 移動して調和させるものとがあるとし、前者に相当するのが曹植と潘岳の詩、後者に相当す のが陸機と左思であり、楚の方言 改めない陸機には韻律の面で不自然なところがある もする。つまり、曹植と潘岳の共通点は 軽妙 かつ天然自然に韻を調和させる能力があるという点にあることにな 。そういう意味では、潘岳は曹植を意識的に継承したというよ も、詩文の韻律に関して似たような感覚を持ち合わせた詩人だったということなるのかもしれない。
　曹植の詩文が韻律の整ったものであった可能性は、そのことを窺わ






















詩頌は皆な之を金竹に被らしむ、故に五音を調うるに非ざれば、以て諧会する無し。置酒する高堂の上、明月 　高楼 照らすの若きは、韻の首為り。 故に三祖の詞は、 文は或いは工ならざるも、 韻は歌唱に入る。此れ音韻の義を重んずるなり。世の宮商を言うものとは異なれり。
⑯
　沈約・鍾嶸のいずれの説に立とうが、 曹植には韻律 整った作があっ
たのであり、古川末喜氏もこれらの説 他 陳琳が「答東阿王牋」（ 『文選』巻四十）で曹植の「亀賦」を「音義既に遠し」と評したり、あるいは高尚な曲に準えたりしたことや、 『文心雕龍』章表篇で曹植の表につ て、 「陳思の表は、 独り群才 冠す。其の体
贍ゆたか
にして律調い、
辞清くして志顕らかなるを観る （陳思之表、 獨冠羣才、 觀其體贍 律調、辭清而志顯） 」と評していることなどを証左として 「曹植が文章創作で声律面に相当気を遣っていた」可能性を説いている。
⑰また、興膳














































しまうというものだが、 この「韻」を興膳氏は「ことばの響き」とし詹鍈氏は王金凌の言葉を引いて「痛傷之始、情切心悲、因此音節以急為主。痛傷既久、於是其悲轉 低徊、故其音節以緩為主。…其所謂緩、即節奏進行的速度緩慢（最初は悲しみも痛切で、 音もリズムも急だ


















素、つまり阮籍の「意」 陶淵明の「味」 、曹植の「韻」 杜甫 「気」を挙げ 「意」 と 味 は学習して身 つけることのできる のだが、 「韻」と「気」はそれが難しいとする また「韻」という点で が群を抜く特徴として、 「鏗鏘音節」 （心地よく響く音やリズム）があり、 「金声而玉振之」 （鐘で奏でる 楽に始まり 玉器で楽を締め括 ようにすべてを兼備、 集大成したもの）であって、 「与三百五篇異世同 」 （詩経と時代を異にしながらも律を同じくするもの）であることなどの要素を挙げている。張戒のいう会得できない「韻」は つまり曹植 よっ
て体現される天然自然に調和する響きやリズムを指すことが窺われようし、潘岳にとっての「韻」もまた同じであろう。
　なお、張戒の評で曹植の言語表現の特徴として用いられている「鏗




倦まざらしむ。 」 （ 『詩品』上、晋黄門郎張協詩）
㉙張戒の語はこれを



































こととなるとも記している。顔之推のいう「古人」は、挙げられている例から推して漢魏晋の詩人たちを想定しているのであろうから、同じ哀誄の作者 顔延之や謝荘の名が挙がらな のは、その頃にはすでに厳格な文章上の規定が詩人たち 間に浸透 た かもしれない。曹植と潘岳の名を劉勰、顔 推がともに挙げるのは、哀誄の名手としての評が確立していたからかも れないし、そうであるからこそ、忌むべき作法からはずれた例として、当時広く伝えられて たのかもしれない。
　ただ、こうした見解もあくまで六朝後期の基準にもとづくもので
あって、漢魏晋の頃には特段問題視されるも ではなかっ 思われる。とすれば、劉勰や顔延之らはこうした曹植や潘岳の措辞を欠陥として捉えているが 裏を返せば、 や は哀誄において所謂タブーを度外視しても、最も伝えるべき悲哀 情を優先させるこ に重点を置いているわけで、こうした規格外の表現は、鍾嶸が重視する ころの「直致」や「直尋」 すなわちまっすぐな抒情表現、自然な個性の顕示 一端に繋が ということもできよう。
　『詩品』中・序には次のようにも記されている。　情性を吟詠するに至っては、亦た何ぞ用事を貴ばん。君を思いて流
水の如しは、既に是れ即目。高台 　悲風多しは、亦 唯だ見る所。清晨 　隴首に登るは、
羌ああ
故実無し。明月 　積雪を照らすは、詎ぞ経史よ














散、一句一字皆致意焉） 」 （中品）と評されているように、規格内での表現の精密さや深さを求め ところがあるのであろう。その意味でいうと、潘岳は曹植のより革新的な側面を継承して ると言え かもしれない。
　ただ、曹植や潘岳の文学が斬新さのみを追求したのかというと、も







































































」 （ 『六朝学術学会報』第四集、二〇〇三年。 ）
④ 　「其源出於國風。骨氣奇高、詞彩華茂。情兼雅怨、體被文質。粲
　溢今古、卓爾不羣。嗟乎、陳思之於文章也 譬人倫之有周孔、鱗羽　之有龍鳳、音樂之有琴笙、女工之有黼黻。俾爾懷鉛吮墨者 抱篇章　而景慕、暎餘暉以自燭。故孔氏之門如用詩、則公幹升堂、思王入室　景陽潘陸、自可坐於廊廡 間矣。 」
⑤ 　「其源出於陳思。才高辭贍、舉體華美。 少於公幹、文劣於仲宣。
　尚規矩、不貴綺錯。有傷直致之奇。然其咀嚼英華、厭飫膏澤、文章　之淵泉也。張公歎其大才、信矣。 」



















⑩ 　世界古典文学全集二十五『陶淵明 　文心雕龍』 （筑摩書房、二〇
　〇五年第五刷、三九四頁） 。
⑪ 　詹鍈『文心雕龍義証』 （上海古籍出版社、一九八九年） 、王運煕・



























　至るまで」 （ 『中国文学論集』十三、 八十二～一一一頁、一九八四年　十二月、九州大学中国文学会） 。














㉖　拙論 「潘岳に至るまでの誄の作品群をめぐって」 （ 『未名』 ） 十一号、
　一九九三年）参照。
㉗　「阮嗣宗詩専以意勝、陶淵明詩専以味勝、曹子建詩専以韻勝、杜
























　體浮輕。浮輕有似於蝴蝶、永蟄頗疑於昆蟲。施之尊極、豈其當乎。　左思七諷、説孝而不從。反道若斯。餘不足觀矣。潘岳為才 善於哀　文。然悲内兄 則云感口澤、傷弱子、則云心如疑。禮文在尊極 而　施之下流。辭雖足哀、義斯替矣 」
㉜　「至乎吟詠情性、亦何貴於用事。思君如流水、既是即目。高臺多
　悲風、亦唯所見。清晨登隴首 羌無故實 明月照積雪、詎出經史　觀古今勝語、多非補假、皆由直尋。顔延・謝莊 尤為繁密、 時化　之。故大明泰始中、 章殆同書抄。 」
㉝　「及潘岳繼作、實鍾其美。觀其慮贍辭變、情洞悲苦、敘事如傳









                    　　　（はやし 　かな 　文学部日本・中国文学科教授）
九八
